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「
平
復
帖
」
新
考 

 
 
 
 
 
 
 
―

そ
の
作
者
・
成
立
時
期
に
関
す
る
諸
問
題
を
中
心
に―

 

楊 

春
雨 

 
   

は
じ
め
に 

 

六
朝
の
名
蹟
と
い
え
ば
、
「
蘭
亭
序
」
の
ほ
か
、
最
も
印
象
に
残
る
の
は
、
恐

ら
く
現
存
す
る
最
古
の
書
蹟
と
称
さ
れ
る
「
平
復
帖
」
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う

に
、
「
平
復
帖
」
は
宋
代
の
『
宣
和
書
譜
』
に
初
め
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
書
者
に
関
し
て
、
『
宣
和
書
譜
』
の
巻
八
「
虞
世
南
」
の
項
に
「
臨

張
芝
平
復
帖
」
に
よ
っ
て
、
張
芝
の
草
書
と
し
て
記
載
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

巻
十
四
「
陸
機
」
の
項
に
は
陸
機
の
章
草
と
し
て
の
記
載
も
あ
る
（
１
）

。
ま
た
、

現
在
北
京
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
平
復
帖
」
に
は
、
書
者
を
特
定
で

き
る
落
款
が
一
切
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
書
簡
の
内
容
が
読
み
難
い
こ
と
が
加
わ
り
、

「
平
復
帖
」
の
書
者
を
巡
っ
て
、
明
代
以
来
、
論
争
が
始
終
途
絶
え
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。 

し
か
し
、
近
代
に
な
る
と
、
啓
功
氏
は
「
『
平
復
帖
』
説
并
釈
文
」 

（
『
啓
功

叢
稿
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
お
い
て
、
「
平
復
帖
」
の
全
文
翻
字
を

初
め
て
果
た
し
た
う
え
で
、
そ
の
書
簡
に
登
場
す
る
三
人
の
人
物
に
つ
い
て
考
察

し
、
書
簡
の
書
者
を
陸
機
と
推
定
し
た
。
近
年
、
「
平
復
帖
」
に
関
す
る
研
究
も

蓄
積
さ
れ
た
が
、
他
の
研
究
者
は
、
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
啓
功
氏

の
翻
字
と
研
究
に
基
づ
い
て
お
り
、
お
お
よ
そ
書
者
を
陸
機
と
す
る
説
が
定
説
に

な
っ
た
と
言
え
よ
う
（
２
）

。 

一
方
、
長
い
年
月
の
経
過
と
書
帖
の
劣
化
に
よ
っ
て
、
原
帖
に
は
判
別
で
き
な

い
文
字
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
翻
字
ミ
ス
が
あ
る
可
能
性
や
、
幾
通

り
に
も
解
釈
で
き
る
文
字
が
存
在
す
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
本

稿
で
は
、
啓
功
氏
を
は
じ
め
と
す
る
、
従
来
の
研
究
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
「
平

復
帖
」
の
作
者
や
成
立
時
期
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
些
か
私
見
を
述
べ
る
。 

  

一 

「
平
復
帖
」
に
見
ら
れ
る
人
名
に
つ
い
て 

 
ま
ず
、
啓
功
氏
の
釈
文
を
見
て
み
よ
う
（
３
）

。 
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彦
先
羸
瘵
、
恐
難
平
復
。
往
属
初
病
、
慮
不
止
此
、
此
已
為
慶
。
承
使
囗
（
唯
）

男
、
幸
為
復
失
前
憂
耳
。
囗
（
呉
）
子
楊
往
初
来
主
、
吾
不
能
尽
。
臨
西
復

来
、
威
儀
詳
踌
、
挙
動
成
観
、
自
軀
体
之
美
也
。
思
識
囗
量
之
邁
前
、
埶

（
勢
）
所
恒
有
、
宜
囗
称
之
。
夏
囗
（
伯
）
栄
寇
乱
之
際
、
聞
問
不
悉
。 

 

な
お
、
啓
功
氏
の
研
究
の
後
、
西
川
寧
氏
も
「
平
復
帖
」
を
翻
字
し
た
。
そ
の

釈
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
４
）

。 

 

1
彦
兄？

羸
瘵
。
恐
難
平
復
。
往 

2
属
初
病
。
慮
不
止？

此？

此
已
為
□
年 

3
大？

□
男
幸
為？

複
失
步？

不？

可？

□
□ 

4
□
子
楊
。
往
初
来
至
。
吾？

不
能
□
□ 

5
臨？

西
復
来
。
威
儀
詳
詩
。
挙
動 

6
□
観
。
自
軀
体
之
英
也
。
思
識
□ 

7
墨？

之？

邁
步？

執
所？

宜？

□
□
□ 

8
稍
之？

殳？

□
栄
。
冦
乱
之
際
。
聞？

（
又
何？

） 

9
□
不
悉
。 

※
人
名
は
太
字
で
、
両
氏
の
翻
字
が
異
な
る
箇
所
は
□
で
囲
ん
で
示
す
。 

 

両
氏
の
釈
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
文
字
異
同
の
他
、
人
名
の
推
定
に
も
違
い

が
あ
る
。
啓
功
氏
は
、
「
彦
先
」
、
「
呉
子
楊
」
、
「
夏
伯
栄
」
の
三
人
を
陸
機

の
友
人
と
推
測
し
た
が
、
西
川
氏
は
「
彦
兄
」
、
「
□
子
楊
」
、
「
□
栄
」
と
翻

字
し
て
い
る
（
５
）

。
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
す
ぐ
に
は
決
め
か
ね
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
人
名
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

●
「
彦
？
」
に
つ
い
て 

文
頭
の
宛
名
の
「
彦
先
（
彦
兄
）
」
は
、
啓
功
氏
は
賀
循
を
指
す
と
し
、
西
川

氏
は
「
彦
兄
」
を
指
す
と
す
る
。
そ
も
そ
も
「
兄
」
と
い
う
語
は
、
後
漢
で
は
し

ば
し
ば
男
子
の
友
人
、
も
し
く
は
同
世
代
同
士
の
間
で
の
尊
称
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
（
６
）

。
そ
の
た
め
、
「
彦
」
は
特
定
の
人
物
を
指
す
と
考
え
る
よ
り
も
、
尊

称
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
。
で
は
「
彦
」
の
字
が
名
前
に
付
く
人
物
が
、
後

漢
の
張
芝
の
周
り
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
彦
」
は
だ
れ
を

指
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
張
芝
の
同
世
代
ま
た
は
同
士
で
あ
る
人
物
を

探
し
て
み
る
と
、
『
三
国
志
』
の
注
が
言
及
す
る
趙
彦
と
い
う
人
物
が
見
つ
か
っ

た
（
７
）

。 

 

先
是
、
太
祖
遣
劉
備
詣
徐
州
拒
袁
術
。
術
死
、
備
殺
刺
史
車
冑
、
引
軍
屯
沛
。

紹
遣
騎
佐
之
。
太
祖
遣
劉
岱
、
王
忠
撃
之
、
不
克
。
建
安
五
年
、
太
祖
自
東

征
備
。
田
豊
説
紹
襲
太
祖
後
、
紹
辞
以
子
疾
、
不
許
、
豊
挙
杖
撃
地
曰
、
「
夫

遭
難
遇
之
機
、
而
以
嬰
児
之
病
失
其
会
、
惜
哉
。
」
太
祖
至
、
撃
破
備
。
備

奔
紹
。
（
注
）
『
魏
氏
春
秋
』
載
紹
檄
州
郡
文
曰
、
「…

…

故
太
尉
楊
彪
、
歷
典
三
司
、

享
国
極
位
、
操
因
睚
眥
、
被
以
非
罪
、
榜
楚
并
兼
、
五
毒
俱
至
、
触
情
放
慝
、
不
顧
憲
章
。

又
議
郎
趙
彦
、
忠
諫
直
言
、
議
有
可
納
、
故
聖
朝
含
聴
、
改
容
加
錫
、
操
欲
迷
奪
時
権
、

杜
絶
言
路
、
擅
收
立
殺
、
不
俟
報
聞
。
」 
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是
れ
よ
り
先
、
太
祖 

劉
備
を
遣
は
し
て
徐
州
に
詣
り
て
袁
術
を
拒ふ

せ

か
し
む
。

術 

死
し
、
備 

刺
史
の
車
冑
を
殺
し
、
軍
を
引
き
沛
に
屯

た
む
ろ

す
。
紹 

騎
を

遣
は
し
て
之
を
佐
く
。
太
祖 

劉
岱
、
王
忠
を
遣
は
し
て
之
を
撃
た
し
む
も
、

克か

て
ず
。
建
安
五
年
、
太
祖 

自
ら
東
に
備
を
征う

つ
。
田
豊 

紹
に
太
祖
の

後
を
襲
ふ
を
説
く
も
、
紹 

子
の
疾
を
以
て
辞
し
、
許
さ
ず
、
豊 

杖
を
挙

げ
て
地
を
撃
ち
て
曰
は
く
、
「
夫
れ
難
遇
の
機
に
遭あ

ひ
て
嬰
児
の
病
を
以
て

其
の
会
を
失
ふ
、
惜
し
い
か
な
。
」
と
。
太
祖 

至
り
、
備
を
撃
破
す
。
備 

紹
に
奔は

し

る
。
（
注
）
『
魏
氏
春
秋
』
紹
の
州
郡
の
檄
文
を
載
て
に
曰
は
く
、
「…
…

故
に
太

尉
の
楊
彪
、
三
司
を
歷
典
し
、
国
の
極
位
を
享
け
、
操 

睚
眥
に
因
り
、
非
罪
を
以
て
被
せ
、

榜
楚
し
て
并
兼
し
、
五
毒
俱
に
至
り
、
情
に
触
れ
て
慝
を
放
ち
、
憲
章
を
顧
み
ず
。
又
た
議
郎

の
趙
彦
、
忠
諫
直
言
し
、
議 

納
む
る
べ
き
有
り
、
故
に
聖
朝 

含
聴
し
、
容
を
改
め
錫
を
加

へ
、
操 

時
の
権
を
迷
奪
せ
ん
と
欲
し
、
言
路
を
杜
絶
し
、

擅

ほ
し
い
ま
ま

に
收
め
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
殺

し
、
報
聞
を
俟 ま

た
ず
。
」
と
。 

 

趙
彦
（
生
没
不
詳
）
は
後
漢
の
議
郎
で
あ
る
。
曹
操
は
三
公
に
仕
え
た
楊
彪
に

些
細
な
恨
み
を
持
っ
て
い
た
せ
い
で
無
実
の
罪
で
楊
彪
を
告
発
し
て
処
罰
し
、
趙

彦
は
真
心
を
も
っ
て
曹
操
を
諌
め
た
。
趙
彦
の
進
言
は
帝
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
下

賜
品
を
下
さ
れ
た
が
、
曹
操
は
趙
彦
を
捕
縛
し
て
即
刻
殺
害
し
た
。
袁
紹
の
反
曹

操
檄
文
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
曹
操
の
悪
行
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
楊
彪

（
一
四
二
〜
二
二
五
、
字
は
文
先
、
後
漢
末
期
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
の
政
治

家
）
は
、
本
貫
は
張
芝
の
出
身
地
と
同
じ
く
弘
農
郡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
張

芝
が
楊
彪
や
趙
彦
と
知
り
合
い
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
書
簡
の
冒
頭
の
「
彦
兄
」

は
趙
彦
の
こ
と
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

●
「
？
子
揚
」
に
つ
い
て 

四
行
目
の
冒
頭
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
「
子
揚
」
の
二
字
し
か
は
っ
き
り
と
確

認
で
き
な
い
。
啓
功
氏
は
、
「
子
揚
」
の
上
に
「
呉
」
の
一
字
が
あ
る
と
い
う
が
、

文
献
に
は
「
呉
子
揚
」
と
い
う
人
物
は
見
え
ず
、
字
形
と
筆
順
か
ら
分
析
し
て
も
、

「
呉
」
の
字
に
な
る
と
は
些
か
考
え
に
く
い
。
で
は
、
「
呉
子
揚
」
で
な
け
れ
ば
、

「
子
揚
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
。
字
が
「
子
揚
」
で
あ
る
後
漢
末
の
人
物
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
『
三
国
志
』
魏
書
十
四
に
、
劉
曄
と
い
う
人
物
を
確
認
で
き
た
。 

 

劉
曄
字
子
揚
、
淮
南
成
徳
人
。…

…

汝
南
許
劭
名
知
人
、
避
地
揚
州
、
称
曄

有
佐
世
之
才
。 

劉
曄 

字
は
子
揚
、
淮
南
成
徳
の
人
。…

…

汝
南
の
許
劭 

名
あ
り
て
人
を

知
り
、
地
を
揚
州
に
避
け
、
曄
に
世
を
佐
く
る
の
才
有
り
と
称
す
。 

 

劉
曄
（
〔
伝
〕
一
六
七
〜
二
三
四
）
は
、
字
は
子
揚
、
揚
州
阜
陵
国
成
徳
県
（
現

在
の
安
徽
省
淮
南
市
寿
県
）
の
人
で
あ
る
。
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
の
政
治
家
で

あ
り
、
魏
の
重
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

●
「
？
栄
」
に
つ
い
て 

八
行
目
に
、
も
う
ひ
と
り
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
啓
功
氏
に
よ
れ
ば
「
夏

伯
栄
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
夏
」
字
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
張
丑
は
「
閔
」
字
に

翻
字
し
て
い
る
（
８
）

。
ま
た
、
「
伯
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
旁
の
部
分
が
剥
落
し

て
い
る
の
で
、
「
伯
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
張
芝
と
関
係
が
あ
る
人
物
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の
名
前
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
偏
の
部
分
を
「
彳
」
と
看
做
し
、
「
徐
」
字
と
翻

字
す
る
と
、
「
徐
栄
」
と
解
釈
が
通
じ
る
。
そ
の
た
め
、
「
徐
栄
」
と
い
う
人
物

を
探
し
て
み
る
と
、
『
三
国
志
』
魏
書
八
「
公
孫
度
伝
」
に
関
連
す
る
記
載
が
あ

っ
た
。 

 

公
孫
度
字
升
済
、
本
遼
東
襄
平
人
也
。…

…

同
郡
徐
栄
為
董
卓
中
郎
将
、
薦

度
為
遼
東
太
守
。 

公
孫
度 

字
は
升
済
、
本も

と

よ
り
遼
東
襄
平
の
人
な
り
。…

…

同
郡
の
徐
栄 

董

卓
の
中
郎
将
と
為
り
、
度
を
薦
め
遼
東
太
守
と
為
さ
し
む
。 

 

徐
栄
（
？
〜
一
九
二
）
は
、
玄
菟
の
人
、
後
漢
の
武
将
で
あ
る
。
徐
栄
と
解
釈

す
る
場
合
、
す
ぐ
下
の
「
寇
乱
」
と
い
う
言
葉
も
意
味
が
通
る
。
こ
こ
の
「
寇
乱
」

は
、
初
平
元
（
一
九
〇
）
年
に
袁
紹
ら
反
董
卓
諸
侯
が
挙
兵
し
た
の
に
応
ず
る
た

め
、
徐
栄
が
李
蒙
と
共
に
董
卓
の
命
で
豫
州
へ
出
撃
し
た
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
徐
栄
は
こ
の
寇
乱
で
死
去
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
後
漢
書
』

「
董
卓
列
伝
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
９
）

。 

 

時
長
沙
太
守
孫
堅
亦
率
豫
州
諸
郡
兵
討
卓
。
卓
先
遣
将
徐
栄
、
李
蒙
四
出
虜

掠
。…

…

王
允
聞
之
、
乃
遣
卓
故
将
胡
軫
、
徐
栄
撃
之
於
新
豊
。
栄
戦
死
、

軫
以
衆
降
。 

時
に
長
沙
太
守
の
孫
堅
も
亦
た
豫
州
諸
郡
の
兵
を
率
ゐ
て
卓
を
討
つ
。
卓 

先
づ
将
の
徐
栄
、
李
蒙
を
遣
は
し
四
出
し
て
虜
掠
せ
し
む
。…

…

王
允 

之
を

聞
き
、
乃
ち
卓
の
故
将
胡
軫
、
徐
栄
を
遣
は
し
、
之
れ
を
新
豊
に
撃
た
し
む
。

栄 

戦
死
し
、
軫 

衆
に
以た

い

し
て
降く

だ

る
。 

 

さ
ら
に
、
徐
栄
は
董
卓
の
部
下
で
あ
り
、
董
卓
は
張
芝
の
父
で
あ
る
張
奐
の
部

下
で
あ
る
。
張
芝
と
徐
栄
と
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
文
献

は
な
い
が
、
こ
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
張
芝
が
手
紙
で
徐
栄
の
こ
と
を
言
及
し
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
「
平
復
帖
」
に
登
場
す
る
人
名
は
、
「
趙
彦
」
、

「
劉
子
楊
」
、
「
徐
栄
」
と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
三
人
と
も
張
芝
と
同
じ

後
漢
末
の
人
物
で
あ
り
、
書
簡
の
内
容
に
も
合
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
文
字
が
は

っ
き
り
と
判
別
で
き
な
い
状
態
で
宛
先
を
推
定
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
書
者
を
推

定
す
る
と
い
う
方
法
は
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

二 

「
平
復
帖
」
張
芝
書
説
に
関
す
る
明
代
文
献 

 

張
芝
の
書
と
す
る
説
の
根
拠
は
、
『
宣
和
書
譜
』
巻
八
「
虞
世
南
」
の
項
の
記

載
で
あ
る
。
御
府
の
所
蔵
と
し
て
行
書
七
件
、
草
書
四
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
最
後
に
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
と
い
う
臨
写
し
た
草
書
作
品
を
著
録
し
て
い
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
は
誤
記
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
川
氏
に
よ
っ
て
反
駁
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
概
ね
氏
の

意
見
に
賛
同
す
る
（
10
）

。 
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と
こ
ろ
で
、
啓
功
氏
が
「
平
復
帖
」
の
書
者
を
陸
機
と
断
定
し
た
根
本
の
原
因
、

つ
ま
り
、
明
代
ま
で
は
「
平
復
帖
」
の
書
者
は
張
芝
と
推
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
「
平
復

帖
」
は
張
芝
の
書
で
は
な
い
と
判
断
し
た
要
因
は
何
だ
ろ
う
か
。 

明
代
の
「
平
復
帖
」
に
関
連
す
る
文
献
を
ま
と
め
て
見
る
と
、
啓
功
氏
が
言
及

す
る
「
明
代
人
」
は
恐
ら
く
明
代
の
蔵
書
家
張
丑
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
張
丑
（
一
五
七
七
〜
一
六
四
三
、
号
は
米
庵
、
字
は
叔
益
）
の
著
書
『
清

河
書
画
舫
』
、
『
真
蹟
日
録
』
、
『
南
陽
法
書
表
』
は
度
々
「
平
復
帖
」
に
つ
い

て
言
及
し
て
お
り
、
「
平
復
帖
」
を
研
究
す
る
際
に
重
要
な
文
献
材
料
で
あ
る
。

『
真
蹟
日
錄
』
（
『
知
不
足
斉
叢
書
』
、
下
同
）
巻
四
に
は
、
「
張
芝
章
草
帖
真

蹟
」
と
記
載
し
て
い
る
。 

 

書
家
以
張
伯
英
為
開
山
第
一
祖
、
其
楷
法
不
可
得
而
見
矣
。
世
伝
与
吾
家
「
平

復
帖
」
紙
墨
略
同
、
行
筆
亦
相
髣
髴
。…

…

或
云
、
我
家
「
平
復
帖
」
、
真

伯
英
書
。
見
『
宣
和
書
譜
』
虞
世
南
伝
中
。
宋
秘
府
訛
為
陸
機
書
、
何
殊
指

鹿
為
馬
耶
。 

書
家 

張
伯
英
を
以
て
開
山
第
一
祖
と
為
し
、
其
の
楷
法
は
得
て
見
る
べ
か

ら
ず
。
世
に
伝
へ
て
吾
が
家
の
「
平
復
帖
」
の
紙
墨
と
略
ぼ
同
じ
く
し
、
行

筆
亦
た
相
ひ
髣
髴
た
り
。…

…

或
い
は
云
ふ
、
我
が
家
の
「
平
復
帖
」
、
真

ま
こ
と

に
伯
英
の
書
な
り
。『
宣
和
書
譜
』
虞
世
南
伝
の
中
に
見
ゆ
。
宋
の
秘
府 

訛

り
て
陸
機
の
書
と
為
す
は
、
何
ぞ
鹿
を
指
し
て
馬
と
為
す
に
殊
な
ら
ん
や
。 

 

つ
ま
り
、
宋
代
『
宣
和
書
譜
』
で
「
平
復
帖
」
が
陸
機
の
書
と
さ
れ
た
が
、
明

代
に
至
っ
て
、
張
丑
が
初
め
て
「
平
復
帖
」
の
書
者
は
陸
機
で
は
な
く
、
張
芝
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
た
。 

し
か
も
、
面
白
い
こ
と
に
、
『
真
蹟
日
錄
』
よ
り
少
し
前
に
書
か
れ
た
『
清
河

書
画
舫
』
（
仁
和
呉
式
池
北
草
堂
刊
本
、
下
同
）
に
も
「
平
復
帖
」
に
関
す
る
記

載
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、
彼
が
「
平
復
帖
」
を
収
蔵
す
る
前
後
で
、
「
平
復

帖
」
の
書
者
に
対
す
る
認
識
を
改
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
、

『
清
河
書
画
舫
』
鶯
字
号
第
一
「
陸
機
」
の
記
載
を
見
て
み
よ
う
。 

 

韓
存
良
太
史
家
、
陸
士
衡
「
平
復
帖
」
、
計
九
行
、
墨
色
有
緑
意
、
紙
亦
百

雑
砕
、
其
前
有
宋
徽
宗
泥
金
標
題
、
雲
間
陳
仲
醇
、
謂
其
書
極
似
索
靖
筆
法
。

始
知
『
閣
帖
』
所
刻
陸
雲
書
、
亦
後
人
為
之
、
陸
更
古
也
。
又
聞
王
羲
之
「
破

羌
帖
」…

…

種
種
真
跡
在
其
家
。 

韓
存
良
太
史
家
、
陸
士
衡
「
平
復
帖
」
、
計
九
行
、
墨
色 

緑
意
有
り
、
紙

亦
た
百お

よ

そ
雑
砕
に
し
て
、
其
の
前
に
宋
徽
宗 

泥
金
の
標
題
有
り
、
雲
間 

陳
仲
醇
、
謂
へ
ら
く
其
の
書 

極
め
て
索
靖
の
筆
法
に
似
る
と
。
始
め
て
『
閣

帖
』
の
刻
す
る
所
の
陸
雲
の
書
、
亦
た
後
人
の
之
を
為
る
を
知
れ
ば
、
陸 

更

に
古
し
。
又
た
王
羲
之
「
破
羌
帖
」…

…

、
種
種
の
真
跡 

其
の
家
に
在
る

を
聞
く
。 

 
こ
の
条
に
は
、
韓
存
良
宅
で
張
丑
自
身
が
は
じ
め
て
見
た
「
平
復
帖
」
の
状
態

が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
初
、
張
丑
は
「
平
復
帖
」
が
陸
機
の
書
で
あ
る
と
完
全
に

信
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
張
丑
は
『
宣
和
書
譜
』
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を
参
照
し
、
巻
八
「
虞
世
南
」
の
項
の
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
と
い
う
記
載
か
ら
「
平

復
帖
」
の
書
者
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

『
清
河
書
画
舫
』
鶯
字
号
第
一
「
補
遺
陸
機
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。 

 

陸
機
「
平
復
帖
」
作
于
晋
武
帝
初
年
、
前
王
右
軍
「
蘭
亭
燕
集
叙
」
大
約
百

有
余
歳
。
今
世
張
、
鐘
書
法
都
非
両
賢
真
蹟
、
則
此
帖
当
属
最
古
也
。
『
宣
和

書
譜
』
「
平
復
帖
」
最
奇
古
、
与
索
幼
安
「
出
師
頌
」
斉
名
。
惜
剝
蝕
太
甚
、

不
入
俗
子
眼
、
然
筆
法
固
渾
、
正
如
太
羹
玄
酒
、
断
非
中
古
人
所
能
下

手
。…

…

是
或
云
、
「
平
復
」
乃
張
芝
書
。
豈
此
紙
出
蔡
倫
手
邪
。 

陸
機
の
「
平
復
帖
」 

晋
の
武
帝
初
年
に
作
ら
れ
、
王
右
軍
「
蘭
亭
燕
集
叙
」

に
前
ん
ず
る
こ
と
大
約
し
て
百
有
余
歳
。
今
の
世
の
張
、
鐘
の
書
法 

都
て

両
賢
の
真
蹟
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
此
の
帖 

当
に
最
古
に
属
す
べ
き
な
り
。

『
宣
和
書
譜
』
「
平
復
帖
」
最
も
奇
古
に
し
て
、
索
幼
安
「
出
師
頌
」
と
名

を
斉
し
く
す
。
剝
蝕
せ
ら
る
る
こ
と
太は

な

甚は

だ
し
き
を
惜
し
み
、
俗
子
の
眼
に

入
ら
ず
、
然
れ
ど
も
筆
法 

固
ま
こ
と

に
渾
な
り
て
、
正
に
太
羹
玄
酒
の
如
く
な
れ

ば
、
断
じ
て
中
古
人
の
能
く
手
を
下
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。…

…
是
れ
或
い

は
、
「
平
復
」
は
乃
ち
張
芝
の
書
と
云
ふ
。
豈
に
此
の
紙 

蔡
倫
の
手
よ
り

出
で
ん
や
。 

 

こ
こ
か
ら
、
明
代
に
お
い
て
「
平
復
帖
」
を
張
芝
の
書
と
す
る
説
も
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
張
丑
は
、
も
し
張
芝
が
「
平
復
帖
」
を
書
い
た
と
し
た
ら
、

紙
を
使
え
た
は
ず
が
な
い
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
張
芝
が
生
き
て
い

た
後
漢
時
代
に
は
書
写
と
し
て
使
用
で
き
る
紙
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
根
拠
と
し
て
、
張
丑
や
そ
の
他
の
明
代
の
人
は
「
平
復
帖
」
の
書
者
を
西
晋
の

陸
機
と
断
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。 

そ
の
後
、
張
丑
が
『
清
河
書
画
舫
』
啄
字
号
第
三
の
「
虞
世
南
」
の
項
を
編
纂

す
る
際
に
『
宣
和
書
譜
』
を
参
照
し
、
よ
り
一
層
疑
義
が
生
じ
た
か
も
し
れ
な

い 

（
11
）

。
さ
ら
に
時
間
が
経
過
し
、
張
丑
は
「
平
復
帖
」
を
購
入
し
た
（
12
）

。
恐

ら
く
、
彼
は
「
平
復
帖
」
を
購
入
し
、
し
っ
か
り
確
認
し
た
う
え
で
、
『
清
河
書

画
舫
』
皺
字
号
第
十
二
「
鑑
古
百
一
詩
」
の
よ
う
に
「
平
復
帖
」
は
間
違
い
な
く

張
芝
の
書
で
あ
る
と
書
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
平
復
」
従
来
属
伯
英
、
伯
英
書
「
平
復
帖
」
、
見
『
宣
和
書
譜
』
、
陸
機

題
品
豈
真
評
。
蔡
倫
網
紙
留
殘
墨
、
章
草
天
成
大
主
盟
。 

「
平
復
」
従
来 

伯
英
に
属
し
、
伯
英
「
平
復
帖
」
を
書
す
は
、
『
宣
和
書

譜
』
に
見
ゆ
、
陸
機
の
題
品 

豈
に
真
評
な
ら
ん
や
。
蔡
倫
の
網
紙
に
残
墨
を

留
め
、
章
草 

大
主
盟
に
天
成
す
。 

 

以
上
が
、
張
丑
が
韓
存
良
宅
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
平
復
帖
」
を
初
め
て
見
て

か
ら
、
実
際
に
購
入
し
て
確
認
し
た
後
、
書
者
に
対
す
る
認
識
を
改
め
る
ま
で
の

過
程
で
あ
る
。
彼
は
『
宣
和
書
譜
』
「
虞
世
南
」
の
項
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
に
基

づ
い
て
、
「
平
復
帖
」
が
元
々
張
芝
の
書
で
あ
り
、
同
じ
『
宣
和
書
譜
』
が
「
陸

機
」
の
項
で
は
陸
機
の
書
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
ま
た
、

彼
は
「
平
復
帖
」
の
紙
が
「
蔡
倫
の
網
紙
」
で
あ
る
と
い
う
手
が
か
り
か
ら
、
書
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体
を
章
草
と
推
断
し
た
う
え
で
、
「
平
復
帖
」
が
張
芝
の
書
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
た
。 

  

三 

張
芝
書
帖
に
関
す
る
唐
代
文
献 

 

張
丑
は
虞
世
南
の
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
に
基
づ
き
、
張
芝
が
「
平
復
帖
」
の
作

者
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
れ
で
は
、
張
丑
の
説
が
正
確
で
あ
る

の
か
、
虞
世
南
の
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
と
い
う
記
載
に
は
信
憑
性
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
を
続
け
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
特
に
注
意
し
な
い
と
い
け

な
い
の
は
、
虞
世
南
が
「
平
復
帖
」
を
臨
写
し
た
動
機
や
経
緯
で
あ
る
。 

ま
ず
、
『
新
唐
書
』
巻
五
十
七
に
、
虞
世
南
が
「
平
復
帖
」
が
臨
写
し
た
動
機

や
経
緯
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
（
13
）

。 

 

初
、
隋
嘉
則
殿
書
三
十
七
万
巻
。
至
武
德
初
、
有
書
八
万
巻
、
重
復
相
糅
。

王
世
充
平
得
隋
旧
書
八
千
余
巻
、
太
府
卿
宋
遵
貴
監
運
東
都
、
浮
舟
泝
河
。

西
致
京
師
、
経
砥
柱
舟
覆
、
尽
亡
其
書
。
貞
観
中
、
魏
徵
、
虞
世
南
、
顔
師

古
継
為
秘
書
監
、
請
購
天
下
書
、
選
五
品
以
上
子
孫
工
書
者
為
書
手
、
繕
写

蔵
於
内
庫
、
以
宮
人
掌
之
。
玄
宗
命
左
散
騎
常
侍
、
昭
文
館
学
士
馬
懐
素
為

脩
図
書
使
、
与
右
散
騎
常
侍
、
崇
文
館
学
士
褚
无
量
整
比
。…

…

二
王
、
張

芝
、
張
昶
等
書
一
千
五
百
一
十
巻 

（
注
）
太
宗
出
御
府
金
帛
購
天
下
古
本
、
命
魏
徴
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
定
真
偽
、
凡
得
羲

之
真
行
二
百
九
十
紙
、
為
八
十
巻
。
又
得
献
之
、
張
芝
等
書
、
以
「
貞
観
」
字
為
印
章
跡
。

命
遂
良
楷
書
小
字
以
影
之
。
其
古
本
多
梁
、
隋
官
書
。
梁
則
満
騫
、
徐
僧
権
、
沈
熾
文
、

朱
异
。
隋
総
、
姚
察
署
記
。
帝
令
魏
、
褚
巻
尾
各
署
名
。
開
元
五
年
、
勅
陸
玄
悌
、
魏
哲
、

劉
懐
信
検
校
、
分
益
巻
秩
。
玄
宗
自
書
「
開
元
」
自
為
印
。 

初
め
、
隋
の
嘉
則
殿 

書 

三
十
七
万
巻
。
武
徳
の
初
め
に
至
り
、
書
八
万

巻
有
り
、
重
復
し
て
相
ひ
糅
ふ
。
王
世
充 

平
ら
げ
て
隋
の
旧
書
八
千
余
巻

を
得
、
太
府
卿 

宋
遵
貴 

東
都
を
監
運
し
、
舟
を
浮
か
び
河
を
泝
る
。
西

の
か
た
京
師
に
致
り
、
砥
柱
を
経
ん
と
し
て
舟 

覆
り
、
其
の
書
を
尽
く
亡

ふ
。
貞
観
中
、
魏
徴
、
虞
世
南
、
顔
師
古
継
い
で
秘
書
監
と
為
り
、
天
下
の

書
を
購
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
五
品
以
上
の
子
孫
の
書
に
工
み
な
る
も
の
を
選

び
て
書
き
手
と
為
し
、
繕
写
し
て
内
庫
に
蔵
め
、
宮
人
を
以
て
之
を
掌
ら
し

む
。
玄
宗 

左
散
騎
常
侍
、
昭
文
館
学
士
の
馬
懐
素
に
命
じ
て
脩
図
書
使
と

為
し
、
右
散
騎
常
侍
、
崇
文
館
学
士
の
褚
无
量
と
与
に
整
比
せ
し
む
。…

…

二
王
、
張
芝
、
張
昶
等
の
書 

一
千
五
百
一
十
巻 

（
注
）
太
宗 

御
府
の
金
帛
を
出
し
て
天
下
の
古
本
を
購
ひ
、
魏
徴
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
に
命
じ

て
真
偽
を
定
め
し
む
る
に
、
凡
て
義
之
の
真
行
二
百
九
十
紙
を
得
、
八
十
巻
と
為
す
。
又
た
献

之
、
張
芝
等
の
書
を
得
、
「
貞
観
」
の
字
を
以
て
印
章
の
跡
と
為
す
。
遂
良
に
命
じ
て
楷
書
小

字
を
以
て
之
を
影
す
。
其
の
古
本 

梁
、
隋
の
官
書
多
し
。
梁
は
則
ち
満
騫
、
徐
僧
権
、
沈
熾

文
、
朱
异
。
隋
は
総
、
姚
察 

署
記
す
。
帝 

魏
、
褚
を
し
て
巻
尾
に
各
の
署
名
せ
し
む
。
開
元

五
年
、
勅
陸
玄
悌
、
魏
哲
、
劉
懐
信
を
し
て
検
校
し
、
巻
秩
を
分
益
せ
し
む
。
玄
宗 

自
ら
「
開

元
」
と
書
し
て
自
ら
印
を
為
す
。 

 
上
述
の
よ
う
に
、
唐
の
貞
観
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
、
魏
徴
、
虞
世
南
、

顔
師
古
が
相
次
い
で
秘
書
監
と
な
り
、
天
下
の
書
を
購
入
し
、
五
品
以
上
の
官
員
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の
子
孫
で
あ
り
、
書
に
長
じ
た
人
を
選
ん
で
書
き
手
と
し
た
。
秘
書
監
は
、
購
入

し
た
本
を
整
理
し
書
き
写
し
て
内
庫
に
収
め
る
役
割
を
担
う
（
14
）

。
虞
世
南
も
そ

の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
貞
観
年
間
に
虞
世
南
が
秘
書
監
と
し
て
、
古

書
の
購
入
に
関
し
て
は
決
定
権
を
持
っ
て
い
た
事
実
が
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
太

宗
は
御
府
の
金
を
出
し
て
天
下
の
古
い
書
物
を
買
い
、
虞
世
南
ら
に
命
じ
て
古
い

書
物
の
真
偽
を
鑑
定
さ
せ
た
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
御
府
に
収
蔵
さ
れ
る
前

に
、
必
ず
真
偽
の
鑑
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
二
王
、
張
芝
ら
の
書
を
手
に
入
れ
る
と
、
「
貞
観
」
の
印
鑑
を
押
し
、
褚

遂
良
に
指
示
し
て
楷
書
の
小
さ
い
文
字
で
抄
写
さ
せ
た
。
要
約
す
れ
ば
、
収
蔵
の

段
取
り
は
、
「
鑑
偽→

押
印→

書
き
写
し
」
の
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
と
窺
え

る
。 や

や
早
い
唐
代
の
韋
続
の
『
墨
藪
』
（
十
万
巻
楼
叢
書
、
下
同
）
巻
二
「
唐
朝

書
法
第
二
十
一
」
に
も
同
様
に
虞
世
南
が
秘
書
監
を
任
官
し
た
こ
と
、
及
び
褚
遂

良
が
二
王
、
張
芝
ら
の
書
を
臨
写
し
た
経
緯
や
抄
写
の
手
順
が
さ
ら
に
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

開
元
六
年
正
月
、
命
整
理
御
府
古
今
工
書
、
鍾
、
王
等
真
跡
得
一
千
五
百
一

十
巻
。
十
六
年
五
月
、
内
出
二
王
真
跡
及
張
芝
、
張
昶
等
古
跡
一
百
六
十
巻
、

付
集
賢
院
依
文
搨
両
本
、
進
内
分
賜
諸
王
。
初
貞
観
中
、
搜
訪
王
羲
之
等
真

跡
、
人
間
古
今
異
集
。
令
魏
徴
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
等
定
其
真
跡
、
及
小
王
、

張
芝
等
、
亦
各
隨
多
少
勒
為
巻
、
以
「
貞
観
」
字
為
印
、
印
縫
及
巻
之
首
尾
。

其
草
跡
又
令
遂
良
真
書
小
字
帖
紙
影
。
於
古
本
者
、
梁
則
満
騫
、
徐
増
、
朱

異
等
、
隋
則
江
総
、
姚
察
等
署
記
。
太
宗
又
令
魏
、
褚
等
巻
下
更
書
名
記
其

後
。 開

元
六
年
正
月
、
命
じ
て
御
府
の
古
今
の
工
書
、
鍾
、
王
等
の
真
跡
を
整
理

せ
し
め
一
千
五
百
一
十
巻
を
得
。
十
六
年
五
月
、
内 

二
王
真
跡
及
び
張
芝
、

張
昶
等
の
古
跡
一
百
六
十
巻
を
出
し
、
集
賢
院
に
付
し
文
に
依
っ
て
両
本
を

搨う
つ

し
、
内
に
進
め
諸
王
に
分
賜
す
。
初
め
貞
観
中
、
王
羲
之
等
の
真
跡
、
人

間
の
古
今
の
異
集
を
搜
し
訪
ぬ
。
魏
徴
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
等
を
し
て
其
の

真
跡
、
及
び
小
王
、
張
芝
等
を
定
め
し
め
、
亦
た
各 

多
少
に
随
っ
て
勒
し
て

巻
と
為
し
、「
貞
観
」
の
字
を
以
て
印
と
為
し
、
縫
及
び
巻
の
首
尾
に
印
す
。

其
の
草
跡
又
た
遂
良
に
真
書
小
字
も
て
紙
を
帖
ひ
て
影
せ
し
む
。
古
本
に
於

い
て
は
、
梁
は
則
ち
満
騫
、
徐
増
、
朱
異
等
、
隋
は
則
ち
江
総
、
姚
察
等
署

記
す
。
太
宗 

又
た
魏
、
褚
等
に
巻
下
に
書
名
を
更

つ
ぐ
な

ひ
て
其
の
後
に
記
せ
し

む
。 

 

『
墨
藪
』
の
記
載
に
よ
っ
て
、
太
宗
は
、
虞
世
南
ら
に
真
偽
を
鑑
定
さ
せ
、
「
貞

観
」
の
印
鑑
を
押
し
た
上
で
、
書
き
写
し
て
収
蔵
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。 

周
知
の
よ
う
に
唐
の
太
宗
が
王
羲
之
の
書
に
心
酔
し
た
た
め
、
で
き
る
限
り
天

下
の
古
い
書
物
、
特
に
王
羲
之
の
書
を
全
部
御
府
に
納
め
よ
う
と
し
た
。
王
羲
之

の
書
を
学
ぶ
過
程
に
て
二
人
の
書
家
を
非
常
に
崇
敬
し
た
。
一
人
は
鍾
繇
で
、
も

う
一
人
は
張
芝
で
あ
っ
た
。
張
芝
に
関
す
る
有
名
な
逸
話
、
「
臨
池
学
書
（
池
に

臨
み
て
書
を
学
ぶ
）
」
は
『
晋
書
』
「
王
羲
之
伝
」
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、
加
え

て
虞
世
南
の
「
勧
学
篇
」
に
も
王
羲
之
、
張
芝
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（

15
）

。

つ
ま
り
、
『
墨
藪
』
の
記
載
か
ら
も
、
『
新
唐
書
』
の
資
料
か
ら
も
、
虞
世
南
が
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秘
書
監
と
し
て
張
芝
の
「
平
復
帖
」
を
購
入
し
て
臨
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
証
明
で
き
る
。
と
す
る
と
、
唐
代
初
期
ま
で
、
「
平
復
帖
」
が
張
芝
の
書
で
あ

る
こ
と
は
当
時
の
人
々
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
同
時
に
、
太
宗

の
貞
観
年
間
及
び
玄
宗
の
開
元
年
間
に
も
紙
に
書
か
れ
た
張
芝
の
作
品
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
と
、
御
府
が
張
芝
の
作
品
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。 

  

四 

後
漢
時
代
に
お
け
る
書
簡
用
紙
の
濫
觴 

 

前
述
の
よ
う
に
、
張
丑
は
『
宣
和
書
譜
』
「
虞
世
南
」
の
項
に
よ
っ
て
、
張
芝

を
「
平
復
帖
」
の
書
者
と
推
定
し
た
。
続
い
て
、
も
う
一
つ
の
証
拠
と
な
る
紙
の

こ
と
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
張
丑
に
よ
る
と
、
「
平
復
帖
」
は
「
網
紙
」
に
書

か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
漢
に
お
い
て
「
網
紙
」
が
存

在
し
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
の
か
、
張
芝
が
生
き
て
い
た
後
漢
時
代
、
紙
が
書

簡
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、「
平

復
帖
」
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
、
書
簡
の
書
き
止
め
と
判
定
で
き
る
「
不
悉
」
と
い

う
語
が
、
後
漢
当
時
の
用
例
と
齟
齬
を
き
た
さ
な
い
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
、

同
時
代
の
紙
文
書
、
木
簡
と
の
筆
跡
の
比
較
も
行
い
た
い
。 

ま
ず
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
書
写
に
用
い
ら
れ
た
簡
牘
・
縑
帛
・
紙
の
関
係
と
、

そ
の
材
料
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
『
後
漢
書
』
「
宦
者
列
伝
」
に
、
以
下
の
よ
う

な
記
載
が
見
ら
れ
る
。 

 

自
古
書
契
多
編
以
竹
簡
、
其
用
縑
帛
者
謂
之
為
紙
。
縑
貴
而
簡
重
、
並
不
便

於
人
。
倫
乃
造
意
、
用
樹
膚
、
麻
頭
及
敝
布
、
魚
網
以
為
紙
。 

古
自
り
書
契 

多
く
編
む
に
竹
簡
を
以
て
し
、
其
の
縑
帛
を
用
う
る
者
は
之

を
謂
ひ
て
紙
と
為
す
。
縑 

貴
く
し
て
簡 

重
く
、
並
び
に
人
に
便
な
ら
ず
。

倫 

乃
ち
意
を
造

は
た
ら

か
せ
、
樹
膚
、
麻
頭
及
び
敝
布
、
魚
網
を
用
ひ
て
以
て
紙

を
為つ

く

る
。 

 

ま
た
、
『
東
観
漢
記
』
巻
二
十
、
列
伝
十
五
「
蔡
倫
」
に
も
関
連
す
る
記
載
が

見
ら
れ
る
（
16
）

。 

 

黄
門
蔡
倫
、
字
敬
仲…

…

典
作
尚
方
造
意
、
用
樹
皮
及
敝
布
、
魚
網
作
紙
。

（
注
）
一
本
作
、
「
倫
典
尚
方
作
紙
、
用
故
麻
名
麻
紙
、
木
皮
名
榖
紙
、
魚
紙
名
網
紙
。
」

元
興
元
年
奏
上
之
、
帝
善
其
能
、
自
是
莫
不
用
、
天
下
咸
称
蔡
侯
紙
。 

黄
門
の
蔡
倫
、
字
は
敬
仲…

…

作
を
尚
方
に

典
つ
か
さ
ど

り
て
造
意
し
、
樹
皮
及
び

敝
布
、
魚
網
を
用
ひ
て
紙
を
作
る
。
（
注
）
一
本
、
「
倫 

尚
方
を
典
り
て
紙
を
作
り
、

故
よ
り
麻
な
る
を
用
ひ
る
は
麻
紙
と
名
づ
け
、
木
皮
な
る
は
榖
紙
と
名
づ
け
、
魚
紙
な
る
は
網

紙
と
名
づ
く
」
に
作
る
。
元
興
元
年
に
之
を
奏
上
し
、
帝 

其
の
能
を
善
し
と
し
、

是
れ
自
り
用
ひ
ざ
る
は
莫
く
、
天
下 

咸
く
蔡
侯
紙
と
称
す
。 

 

こ
の
条
に
よ
る
と
、
「
縑
帛
」
を
用
い
た
場
合
は
「
紙
」
と
い
い
、
材
料
は
樹

皮
、
麻
屑
、
ボ
ロ
及
び
魚
網
で
あ
る
と
わ
か
る
。
張
丑
が
言
う
「
網
紙
」
と
は
、

大
体
そ
う
し
た
「
紙
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
元
興
元

（
一
〇
五
）
年
、
皇
帝
に
蔡
倫
が
奏
上
す
る
と
、
皇
帝
は
蔡
倫
の
才
能
を
褒
め
、
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以
後
こ
れ
を
用
い
な
い
者
は
な
く
な
っ
た
。
当
時
の
人
々
は
み
な
全
て
こ
の
「
紙
」

を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
「
蔡
侯
紙
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
籾
山
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
書
写
の
材
料
と
し
て
の
縑
帛
の
用
途

が
書
簡
・
書
籍
に
限
ら
れ
た
こ
と
は
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
帛
書
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
蔡
後
紙
の
普
及
に
伴
い
、
書
簡
や
書
籍
も
発
展
し
て
、

紙
が
縑
帛
の
代
用
品
と
な
っ
て
い
た
（
17
）

。 

そ
う
だ
と
す
る
と
、
後
漢
時
代
の
「
紙
」
の
大
き
さ
は
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
。
ま

た
、
ど
ん
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
。
後
漢
の
馬
融
（
七
九
〜
一
六
六
）
「
与

竇
伯
向
書
」
（
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
・
馬
季
長
集
』
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
載

が
あ
る
。 

 

孟
陵
奴
来
賜
書
、
見
手
跡
歓
喜
、
何
量
見
於
面
也
。
書
雖
両
紙
、
紙
八
行
、

行
七
字
、
七
八
五
十
六
字
、
百
一
十
二
言
耳
。 

孟
陵 

奴
に
来
れ
書
を
賜
は
り
、
手
跡
を
見
て
観
喜
す
、
何
ぞ
面
を
見
る
に

量
ら
ん
や
。
書 

雖
だ
両
紙
、
紙
八
行
、
行
七
字
、
七
八
五
十
六
字
、
百
一

十
二
言
の
み
。 

 

こ
の
条
に
よ
っ
て
、
後
漢
の
頃
の
書
簡
は
一
枚
に
八
行
、
一
行
に
七
文
字
、
計

五
十
六
文
字
を
記
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
平
復
帖
」
は
全
九
行
、
一
行
に

書
き
入
れ
る
文
字
数
も
大
体
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
後
漢
時
代
に
お
い
て

「
平
復
帖
」
の
よ
う
な
書
簡
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
（
18
）
。 

ま
た
、
後
漢
の
延
篤
（
？
〜
一
六
七
）
「
答
張
奐
書
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
三

十
一
）
に
、
張
芝
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

 

惟
別
三
年
、
夢
想
言
念
、
何
日
有
違
。
伯
英
来
惠
書
、
盈
四
紙
、
読
之
三
復
、

喜
不
可
言
。 

惟
だ
別
る
る
こ
と
三
年
、
夢
に
想
ひ
て
言
を
念ね

ん

ず
、
何
れ
の
日
か
違さ

る
こ
と

有
ら
ん
や
。
伯
英 

惠
書
を
来
た
し
、
四
紙
を
盈
た
す
、
之
を
読
む
こ
と
三

復
、
喜
ぶ
こ
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。 

 

と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
後
漢
時
代
に
張
芝
の
書
い
た
書
簡
が
確
実
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
う
え
で
、
王
子
今
氏
は
、
張
芝
が
生
き
て
い

た
後
漢
中
期
に
お
い
て
、
紙
は
一
般
的
な
書
写
材
料
と
し
て
書
簡
に
よ
く
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
19
）

。 

次
に
、
「
不
悉
」
と
い
う
語
は
、
後
漢
に
お
い
て
書
簡
の
書
き
止
め
と
し
て
用

い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
孔
融
（
一
五
三
〜
二
〇
八
）
「
論
盛
孝
章
書
一
首
」

（
『
文
選
』
巻
四
十
一
）
に
（
20
）

、 

 

凡
所
称
引
、
自
公
所
知
、
而
復
有
云
者
、
欲
公
崇
篤
斯
義
。
因
表
。
不
悉
。 

凡
そ
称
引
す
る
所
は
、
自
ら
公
の
知
る
所
な
り
、
而
る
に
復
た
云
ふ
有
る
者

は
、
公
の
斯
の
義
を
崇
篤
せ
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
な
り
。
因
り
て
表
す
。
悉

く
さ
ず
。 

 
と
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
親
友
の
盛
憲
が
孫
策
に
恨
ま
れ
て
、
生
命
の
危
険
に
瀕

し
て
い
る
の
を
救
う
た
め
、
孔
融
が
時
の
実
力
者
で
あ
る
曹
操
の
力
を
借
り
よ
う
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と
し
て
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
他
、
曹
植
（
一
九
二
〜
二
三
二
）
の
「
与
呉

季
重
書
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
二
）
に
（
21
）

、 

 
願
足
下
勉
之
而
已
矣
。
適
対
嘉
賓
、
口
授
不
悉
。
往
来
数
相
聞
。
曹
植
白
。 

願
は
く
は
足
下 

之
を
勉
む
の
み
。
適
に
嘉
賓
に
対
す
れ
ば
、
口
授
す
る
も

悉
く
さ
ず
。
往
来 

数
し
ば
し
ば

相
聞
せ
ん
。
曹
植 

白
す
。 

 

と
あ
る
。
「
不
悉
」
は
「
悉
く
さ
ず
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
言
い
切
れ
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
書
き
止
め
は
書
簡
の
年
代
を
特
定
す
る
重
要
な
基
準
の
一
つ
で
あ

り
、「
平
復
帖
」
を
後
漢
の
書
と
特
定
す
る
有
力
な
証
拠
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
紙
を
管
理
す
る
官
職
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
文
献
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
『
後
漢
書
』
巻
二
十
六
「
百
官
三
」
に
（
22
）

、 

 

守
宮
令
一
人
、
六
百
石
。
本
注
曰
、
「
主
御
紙
、
筆
、
墨
、
及
尚
書
財
用
諸

物
及
封
泥
。
」 

守
宮
令
一
人
、
六
百
石
。
本
注
曰
は
く
、
「
主
に
紙
、
筆
、
墨
、
及
び
尚
書

の
財
用 

諸
物
及
び
封
泥
を
御
む
」
と
。 

 

と
あ
り
、
「
守
宮
令
」
と
い
う
紙
を
管
理
す
る
官
職
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
後
漢
書
』
巻
三
十
六
「
百
官
三
」
に
右
丞
の
主
な
職
務

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

右
丞
假
署
印
綬
及
紙
、
筆
、
墨
、
諸
財
用
庫
蔵
。 

右
丞 

印
綬
を
假
署
し
及
び
紙
、
筆
、
墨
、
諸
財
用 

庫
蔵
す
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
張
芝
が
生
き
て
い
た
後
漢
後
期
に
、
紙
が
書
写
の
材

料
と
し
て
す
で
に
民
間
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

五 

陸
機
書
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て 

 

筆
者
は
、
『
新
唐
書
』
巻
五
十
七
、
「
芸
文
志
」
第
四
十
七
の
記
す
陸
玄
悌
と

い
う
人
物
に
注
目
し
、
彼
が
、
「
平
復
帖
」
を
陸
機
の
書
と
す
る
説
に
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
貞
観
年

間
、
太
宗
は
魏
徴
、
褚
遂
良
に
命
じ
て
全
て
の
書
の
巻
末
に
署
名
さ
せ
た
。
そ
の

後
、
開
元
五
（
七
一
七
）
年
に
、
陸
玄
悌
、
魏
哲
、
劉
懐
信
は
検
校
官
と
し
て
、

数
多
く
の
書
物
を
整
理
し
て
分
類
し
た
。
「
陸
玄
悌
」
に
関
す
る
記
載
は
『
新
唐

書
』
巻
五
十
七
に
、 

 

二
王
、
張
芝
、
張
昶
等
書
一
千
五
百
一
十
巻
（
注
）…

…

開
元
五
年
、
勅
陸
玄
悌
、

魏
哲
、
劉
懐
信
検
校
、
分
益
巻
秩
。
玄
宗
自
書
「
開
元
」
自
為
印
。 

二
王
、
張
芝
、
張
昶
等
の
書 

一
千
五
百
一
十
巻
（
注
）…

…

開
元
五
年
、
勅 

陸

玄
悌
、
魏
哲
、
劉
懐
信 

検
校
し
、
巻
秩
を
分
益
せ
し
む
。
玄
宗 

自
ら
「
開
元
」
と
書
し
て
自

ら
印
を
為
す
。 

 

と
あ
り
、
ま
た
、
『
墨
藪
』
巻
二
、
唐
朝
書
法
第
二
十
一
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。 
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開
元
五
年
、
勑
陸
元
悌
、
魏
懐
古
、
劉
懐
信
等
検
校
。
見
換
標
為
両
巻
、
総

八
十
巻
余
、
並
失
墜
。
元
悌
又
割
去
前
代
名
賢
押
署
之
迹
、
唯
以
己
之
名
氏

代
焉
。
上
自
書
「
開
元
」
二
字
為
印
、
以
印
記
之
。
王
右
軍
凡
一
百
三
十
巻
、

張
芝
、
張
昶
書
各
一
巻
。
右
軍
真
行
書
唯
有
「
黄
庭
経
」
「
告
誓
」
等
四
巻

存
焉
。 

開
元
五
年
、
勅 
陸
元
悌
、
魏
懐
古
、
劉
懐
信
等
検
校
せ
し
む
。
標
を
換
へ

て
両
巻
と
為
し
、
総
て
八
十
巻
余
り
、
並
び
に
失
墜
す
る
を
見
る
。
元
悌 

又

た
前
代
の
名
賢
の
押
署
せ
し
迹
を
割
き
去
り
、
唯
だ
己
の
名
氏
を
以
て
焉
に

代
ふ
。
上 

自
ら
「
開
元
」
二
字
を
書
き
印
と
為
し
印
を
以
て
之
を
記
す
。
王

右
軍 

凡
そ
一
百
三
十
巻
、
張
芝
、
張
昶
書
各
一
巻
。
右
軍
の
真
行
の
書 

唯

だ
「
黄
庭
経
」
「
告
誓
」
等
の
四
巻
存
す
る
有
る
の
み
。 

 

『
墨
藪
』
は
、
陸
玄
悌
ら
が
王
羲
之
、
張
芝
な
ど
の
書
跡
か
ら
前
代
の
賢
人
た

ち
の
署
名
や
押
印
を
切
っ
て
除
き
、
代
わ
り
に
自
身
の
氏
名
を
記
し
た
と
い
う
。

書
写
と
押
印
、
い
ず
れ
を
用
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
姓
の

「
陸
」
を
残
し
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
跡
が
、
「
平
復
帖
」
の
作

者
を
陸
機
と
す
る
最
も
重
要
な
根
拠
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
『
宣
和
書
譜
』
を
編
纂
す
る
際
、
「
平
復
帖
」
の
書
者
に
つ
い
て
、
御

府
の
人
々
も
疑
問
を
抱
い
て
い
た
は
ず
だ
ろ
う
。
本
来
「
陸
」
姓
の
検
校
官
の
署

名
、
あ
る
い
は
押
印
で
あ
っ
た
も
の
を
、
書
者
の
署
名
と
看
做
し
、
陸
機
の
書
と

認
定
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
宣
和
書
譜
』
の
成
書
以
前
の
書
論
、
南
朝
の
王
僧
虔
「
論
書
」
（
『
法

書
要
録
』
巻
一
）
、
南
朝
梁
の
庾
肩
吾
「
書
品
論
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）
、

唐
の
李
嗣
真
「
書
後
品
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）
、
唐
の
韋
続
『
墨
藪
』
巻
一

に
見
ら
れ
る
陸
機
に
関
す
る
記
載
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
宋
以
前
の
書
論
に
お
い

て
、
陸
機
の
書
は
ほ
ぼ
中
の
下
か
、
あ
る
い
は
下
の
上
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
ず

っ
と
低
い
評
価
を
受
け
て
い
た
点
、
お
よ
び
歴
代
の
書
論
の
中
で
は
、
陸
機
が
「
平

復
帖
」
の
書
者
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
（
23
）

。 

曹
宝
麟
氏
は
「
陸
機
『
平
復
帖
』
商
権
」
で
、
唐
末
を
境
に
「
平
復
帖
」
が
陸

機
の
書
と
し
て
看
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
を
提
起
し
た
（
24
）

。 

 

「
平
復
帖
」
也
許
是
在
唐
末
被
帰
在
陸
機
名
下
的
。
帖
後
有
米
芾
所
謂
「
唐

末
鑑
賞
之
家
」
的
殷
浩
印
記
、
相
信
該
帖
帖
心
前
端
的
白
絹
題
簽
也
是
此
人

所
為
。
将
無
名
或
名
氣
不
大
的
人
的
筆
墨
題
為
名
跡
以
欺
世
盗
名
、
此
等
伎

倆
也
真
可
謂
「
由
来
尚
矣
」
。 

「
平
復
帖
」
は
唐
末
の
時
に
陸
機
の
名
に
帰
せ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

帖
の
後
に
米
芾
の
い
う
「
唐
末
鑑
賞
之
家
」
と
い
う
殷
浩
の
印
章
が
あ
る
の

で
、
「
平
復
帖
」
の
帖
心
の
前
端
に
あ
る
白
絹
の
題
簽
も
彼
が
付
け
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
名
、
あ
る
い
は
名
声
が
あ
ま
り
高
く
な
い
人
の

筆
墨
を
名
跡
と
し
て
記
し
て
名
誉
の
た
め
に
世
を
欺
く
、
こ
の
よ
う
な
手
口

は
本
当
に
「
古
来
用
い
ら
れ
て
き
た
」
と
言
え
る
。 

 
「
平
復
帖
」
に
見
え
る
最
初
の
落
款
お
よ
び
収
蔵
印
は
唐
末
の
殷
浩
の
も
の
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
唐
代
以
前
の
書
論
お
よ
び
文
献
に
は
、
「
平
復
帖
」
に
言
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及
し
た
も
の
が
全
く
な
か
っ
た
。
前
掲
の
『
新
唐
書
』
に
は
書
物
の
整
理
が
太
宗

の
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
時
代
が
下
り
唐
末
に
な
っ
て
、
殷

浩
が
「
平
復
帖
」
を
収
蔵
し
、
収
蔵
印
を
押
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
曹
宝
麟
氏
の
指

摘
か
ら
、
殷
浩
が
「
平
復
帖
」
を
陸
機
の
書
と
し
て
認
定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

殷
浩
も
「
陸
」
の
署
名
、
あ
る
い
は
押
印
し
た
跡
を
見
て
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
中
国
に
現
存
す
る
最
古
の
墨
跡
「
平
復
帖
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、

書
簡
に
登
場
す
る
人
物
が
張
芝
と
関
係
を
持
つ
「
趙
彦
」
、
「
劉
子
楊
」
、
「
徐

栄
」
の
三
人
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
た
と
え
人
名
か
ら
分
析
し
た

と
し
て
も
、
複
数
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
旧
来
の
張
芝
を
「
平
復
帖
」
の

書
者
と
す
る
説
を
否
定
し
き
れ
な
い
。 

な
お
、
従
来
の
「
平
復
帖
」
に
関
す
る
考
察
は
、
い
ず
れ
も
『
宣
和
書
譜
』
巻

十
四
「
陸
機
」
の
項
に
見
ら
れ
る
「
章
草
『
平
復
帖
』
」
と
い
う
記
載
を
巡
っ
て

論
を
展
開
し
て
お
り
、
『
宣
和
書
譜
』
巻
八
「
虞
世
南
」
の
項
に
見
ら
れ
る
「
臨

張
芝
平
復
帖
」
と
い
う
記
載
が
生
じ
た
経
緯
や
原
因
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
記
載
が
生
ま
れ
た
原
因
、
つ
ま
り
虞
世
南

が
張
芝
の
「
平
復
帖
」
を
臨
写
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
『
宣
和
書
譜
』
の
編
纂

前
の
唐
代
文
献
を
中
心
に
考
察
し
、
貞
観
年
間
に
太
宗
が
虞
世
南
ら
に
天
下
の
二

王
、
張
芝
ら
の
書
を
購
入
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
虞
世
南
の

項
の
「
臨
張
芝
平
復
帖
」
と
い
う
記
載
が
無
視
さ
れ
た
の
は
、
明
代
の
張
丑
が
張

芝
が
生
き
て
い
た
後
漢
に
お
い
て
書
簡
用
の
紙
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
い
か
ら
、
「
平
復
帖
」
の
書
者
を
西
晋
の
陸
機
の
書
と
判
定
し
た

た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

し
か
し
、
『
後
漢
書
』
、
『
新
唐
書
』
、
『
墨
藪
』
と
い
っ
た
資
料
の
記
述
に

よ
っ
て
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
書
簡
用
の
紙
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
従
来
の
陸
機
を
書
者
と
す
る
説
の
根
拠
も
揺
ら
い
で
し
ま
う
の
で

あ
る
。
ま
た
、
後
漢
時
代
の
書
簡
の
書
き
止
め
の
用
語
に
着
目
し
、
「
平
復
帖
」

が
後
漢
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
も
証
明
し
た
。 

最
後
に
、
『
新
唐
書
』
、
『
墨
藪
』
の
記
載
を
通
じ
、
「
陸
玄
悌
」
と
い
う
検

校
官
が
、
自
分
の
氏
名
を
元
々
あ
っ
た
署
名
及
び
押
印
と
取
り
代
え
た
こ
と
が
、

「
平
復
帖
」
の
書
者
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
起
き
た
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
た
。
宋
代
、
御
府
が
陸
機
と
「
平
復
帖
」
を
結
び
つ
け
た
の
も
、
こ
の

こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

今
後
、
新
た
な
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
「
平
復
帖
」
を
張
芝
の
書
と
特
定
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
張
芝
に
関
す
る
記
載
は
、
『
後
漢
書
』
の
「
張

奐
伝
」
の
他
は
、
書
論
に
し
か
な
い
。
「
平
復
帖
」
が
張
芝
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

作
品
で
あ
る
と
判
明
す
れ
ば
、
張
芝
と
い
う
能
書
家
に
関
す
る
情
報
を
補
足
す
る

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
後
漢
時
代
に
書
簡
用
の
紙
が
既
に
存
在
し
て
い

た
た
め
、
張
芝
の
「
匆
匆
不
暇
草
書
」
一
句
に
お
い
て
従
来
の
研
究
と
異
な
る
解

釈
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
証
は
、

別
稿
に
譲
る
。 
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注 

 

（
１
）
『
宣
和
書
譜
』
二
十
巻
。
撰
者
不
詳
。
宋
の
徽
宗
の
と
き
、
内
府
所
蔵
の

諸
帖
を
列
記
し
た
も
の
。
古
来
の
墨
蹟
を
集
め
、
最
初
に
帝
王
の
書
、
次

に
篆
隷
・
正
書
・
行
書
・
草
書
に
わ
た
っ
て
記
し
、
巻
末
に
分
書
を
載
せ

て
い
る
。
嘉
靖
年
間
楊
少
庵
刊
本
の
ほ
か
、
『
津
逮
秘
書
』
・
『
学
津
討

原
』
所
収
。
『
中
国
学
芸
大
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
第
十
刷
、
二
〇
〇

一
年
）
に
よ
る
。
『
宣
和
書
譜
』
（
『
津
逮
秘
書
』
七
十
八
至
八
十
、
毛

晋
『
汲
古
閣
』
刊
本
、
下
同
）
巻
十
四
「
陸
機
」
の
項
に
、
「
今
御
府
所

蔵
二
。
章
草
「
平
復
帖
」
、
行
書…

…
。
（
今
御
府
に
蔵
す
る
所
二
。
章

草
「
平
復
帖
」
、
行
書…

…

。
）
」
と
い
う
よ
う
に
陸
機
の
書
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
宣
和
書
譜
』
巻
八
「
虞
世
南
」
項
に
、
「
今

御
府
所
蔵
一
十
有
三
。
行
書…

…

。
草
書…

…

「
臨
張
芝
平
復
帖
」
。
（
今

御
府
に
蔵
す
る
所
一
十
有
三
。
行
書…

…

。
草
書…

…
「
臨
張
芝
平
復

帖
」
。
）
」
と
い
う
よ
う
に
張
芝
の
書
と
し
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
「
平
復
帖
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
年
代
順
に
、
曹
宝
麟
「
陸
機
『
平

復
帖
』
商
権
」
（
『
書
法
研
究
』
一
九
八
五
年
第
一
期
）
、
西
川
寧
「
平

復
帖
考
」
（
『
西
川
寧
著
作
集
』
第
一
巻
、
二
玄
社
、
一
九
九
一
年
） 

、

潘
良
楨
「
説
『
平
復
帖
』
」
（
劉
欣
耕
主
編
『
歴
代
草
書
技
法
通
講
』
、

上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、
陳
振
濂
「
『
貴
妍
』
『
尚
巧
』
的

陸
機
与
古
朴
簡
約
的
『
平
復
帖
』
」（
『
談
中
国
書
法
史
・
殷
商
・
魏
晋
』
、

浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
兪
豊
「
『
平
復
帖
』
釈
文
評
述
与

補
充
」（
王
琪
森
主
編
『
「
平
復
帖
」
暨
二
陸
文
化
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、

上
海
文
匯
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
寇
克
讓
「
『
平
復
帖
』
考
釈
」
（
『
中

国
書
画
』
、
二
〇
二
〇
年
第
二
期
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
３
）
前
掲
啓
功
の
論
文
に
よ
る
。 

（
４
）
注
（
２
）
西
川
寧
の
論
文
に
よ
る
。 

（
５
）
注
（
２
）
寇
克
讓
の
論
文
も
啓
功
氏
の
推
論
に
従
っ
て
、
「
平
復
帖
」
の

人
物
を
「
彦
兄
」
、
「
呉
子
楊
」
を
認
め
た
。 

（
６
）
「
兄
」
男
子
の
友
人
、
同
世
代
ど
う
し
の
間
で
の
尊
称
。
熟
語
に
「
仁
兄
」

「
老
兄
」
な
ど
が
あ
る
。
『
後
漢
書
』
文
苑
列
伝
第
七
十
下
に
「
実
望
仁

兄
、
昭
其
懸
遲
。
（
実

ま
こ
と

に
望
む
ら
く
は
仁
兄
の
そ
の
懸
遲
を
昭
ら
か
に
す

る
。
）
」
と
あ
る
。 

（
７
）
『
三
国
志
』
魏
書
六
「
袁
紹
伝
」
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
、
以
下

同
。
ま
た
、
以
下
『
三
国
志
』
の
訓
読
は
今
鷹
真
・
井
波
律
子
『
三
国
志
』

I
（
『
世
界
古
典
文
学
全
集
』
第
二
十
四
巻
A
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七

年
）
を
参
考
に
し
た
。 

（
８
）
明
張
丑
『
真
蹟
日
録
』
巻
四
「
真
晋
斉
記
」
は
以
下
の
よ
う
に
、
「
帖
中

如
羸
、
難
、
平
、
復
、
病
、
慮
、
観
、
自
、
軀
、
体
、
閔
、
栄
、
寇
、
乱

等
字
。
（
平
復
帖
に
お
け
る
、
羸
、
難
、
平
、
復
、
病
、
慮
、
観
、
自
、

軀
、
体
、
閔
、
栄
、
寇
、
乱
な
ど
の
文
字
。
）
」
と
十
四
文
字
し
か
翻
字

し
な
か
っ
た
。 

（
９
）
『
後
漢
書
』
巻
七
十
二
「
董
卓
列
伝
」
（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
、

以
下
同
。
ま
た
、
以
下
『
後
漢
書
』
の
訓
読
は
吉
川
忠
夫
訓
注
『
後
漢
書
』

第
八
冊
「
列
伝
六
」
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
考
に
し
た
。 
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（
10
）
注
（
２
）
西
川
寧
の
論
文
に
よ
る
。 

（
11
）
『
清
河
書
画
舫
』
啄
字
号
第
三
「
虞
世
南
」
は
『
宣
和
書
譜
』
巻
八
「
虞

世
南
」
か
ら
引
用
す
る
。 

（
12
）『
清
河
書
画
舫
』
花
字
号
第
四
「
呉
道
元
」
に
「
丑
近
贖
陸
機
「
平
復
帖
」
、

王
羲
之
「
此
事
帖
」…

…

因
之
造
『
清
河
書
画
舫
』
、
其
揆
一
也
。
（
丑 

近
ご
ろ
陸
機
「
平
復
帖
」
、
王
羲
之
「
此
事
帖
」…

…

を
贖

あ
が
な

ふ
。
之
れ
に

因よ

っ
て
『
清
河
書
画
舫
』
を
造
り
、
其
の
揆
一
な
り
。
）
」
と
あ
る
。 

（
13
）
『
新
唐
書
』
巻
五
十
七
「
芸
文
志
」
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）
。 

（
14
）
秘
書
監
は
秘
書
省
に
属
す
る
最
も
高
位
の
官
職
で
あ
り
、
宮
中
の
図
書
館

長
に
当
た
る
。
主
要
な
業
務
は
経
籍
の
管
理
な
ど
宮
中
に
お
け
る
図
書
一

般
の
管
理
で
あ
る
。
秘
書
省
の
官
職
配
置
は
、
以
下
の
通
り
、
秘
書
監
（
宮

中
図
書
館
長
）
一
名
、
秘
書
少
監
（
副
長
官
）
二
名
、
秘
書
丞
一
名
、
秘

書
郎
四
名
、
校
書
郎
八
名
、
正
字
四
名
、
主
事
一
名
、
令
史
四
名
、
書
令

史
九
名
、
典
書
四
名
、
楷
書
十
名
、
亭
長
六
名
、
掌
固
八
名
、
熟
紙
匠
十

名
、
装
潢
匠
十
名
、
筆
匠
六
名
、
計
八
十
八
名
が
定
員
で
あ
る
。 

（
15
）
ま
ず
、
『
晋
書
』
巻
八
十
「
王
羲
之
伝
」
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）

に
「
每
自
称
『
我
書
比
鍾
繇
、
当
抗
行
。
比
張
芝
草
、
猶
当
雁
行
也
』
。

曽
与
人
書
云
、
『
張
芝
臨
池
学
書
、
池
水
尽
黑
。
』
（
每
に
自
ら
『
我
の

書 

鍾
繇
に
比
ぶ
れ
ば
、
当
に
抗
行
す
べ
し
。
張
芝
の
草
と
比
ぶ
れ
ば
、

猶
ほ
当
に
雁
行
す
べ
き
が
ご
と
き
な
り
』
と
称
す
。
曽
て
人
に
書
を
与
へ

て
云
は
く
、
『
張
芝 

池
に
臨
み
て
書
を
学
び
、
池
の
水 

尽
く
黑
し
』

と
。
）
と
あ
る
。
ま
た
王
献
之
も
張
芝
の
書
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
『
太

平
広
記
』
巻
二
百
七
「
書
二
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
虞
世
南
「
勧

学
篇
」
（
『
全
唐
文
新
編
』
巻
一
百
三
十
八
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇

〇
〇
年
）
に
「
張
芝
学
書
、
池
水
尽
墨
。
（
張
芝 

書
を
学
び
、
池
水 

尽

く
墨く

ろ

し
。
）
」
と
あ
る
。 

（
16
）
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
。 

（
17
）
籾
山
明
『
秦
漢
出
土
文
字
史
料
の
研
究―

形
態
・
制
度
・
社
会―

』
（
創

文
社
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（
18
）
内
陸
ア
ジ
ア
で
調
査
活
動
を
し
て
い
た
橘
瑞
超
は
、
大
谷
光
瑞
か
ら
一
通

の
暗
号
電
を
受
け
取
り
、
一
九
〇
九
年
に
楼
蘭
遺
址
海
頭
で
「
李
柏
尺
牘

稿
（
二
通
）
」
・ 

晋
代
簡
牘
五
枚
・
紙
文
書
三
九
枚
を
収
集
し
た
。
「
李

柏
尺
牘
稿
（
二
通
）
」
は
、
現
在
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
大

谷538A

、
大
谷538B

と
番
号
が
付
け
ら
れ
た
（
白
須
淨
真
編
『
大
谷
光

瑞
と
ス
ヴ
ェ
ン
・
ス
デ
ィ
ン―

内
陸
ア
ジ
ア
探
検
と
国
際
政
治
社
会
』
勉

誠
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
。
前
涼
の
西
域
長
史
で
あ
る
李
柏
の
書
簡
の

草
稿
と
看
做
さ
れ
、
書
式
は
、
一
通
目
は
十
二
行
、
二
通
目
は
九
行
か
ら

な
り
、
字
数
も
「
平
復
帖
」
と
大
差
が
な
い
。 

（
19
）
王
子
今
「
科
学
発
明
」
（
『
秦
漢
史
・
帝
国
的
成
立
』
第
二
十
二
章
・
第

二
節
、
北
京
中
信
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
。 

（
20
）
訓
読
は
小
尾
郊
一
著
『
文
選
』
（
文
章
編
五
）
（
全
釈
漢
文
大
系
第
三
十

巻
、
集
英
社
、
一
九
〇
〇
年
）
の
訓
読
を
参
考
に
し
た
。 

（
21
）
同
注
（
20
）
。
ま
た
、
注
（
18
）
に
言
及
し
た
「
李
柏
尺
牘
稿
（
二
通
）
」

の
一
通
目
の
書
き
止
め
に
は
「
書
不
盡
意
（
書
に
意
を
尽
く
さ
ず
）
」
、

二
通
目
の
書
き
止
め
に
は
「
書
不
悉
意
（
書
に
意
を
悉
く
さ
ず
）
」
と
あ

り
、
本
論
に
取
り
上
げ
た
後
漢
期
の
書
簡
で
あ
る
「
平
復
帖
」
・
「
与
竇

－ 101 －



- 102 - 
 

伯
向
書
」
の
書
き
止
め
「
不
悉
（
悉
く
さ
ず
）
」
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
。

後
漢
か
ら
六
朝
に
か
け
て
書
簡
の
書
式
に
変
化
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

（
22
）
『
後
漢
書
』
巻
二
十
六
「
百
官
三
」
（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
。 

（
23
）
『
宣
和
書
譜
』
の
成
書
以
前
の
書
論
、
南
朝
の
王
僧
虔
「
論
書
」
（
『
法

書
要
録
』
巻
一
）
に
「
陸
機
書
、
呉
士
書
也
。
無
以
較
其
多
少
。
（
陸
機

の
書
は
、
呉
士
の
書
な
り
。
以
て
其
の
多
少
を
較く

ら

ぶ
る
無
し
。
」
と
あ
り
、

南
朝
梁
の
庾
肩
吾
「
書
品
論
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）
に
「
羅
暉
叔
景

、

趙
襲
元
嗣

、
劉
輿
、
張
昭
子
布

、
陸
機
士
衡

、
朱
誕
、
王
導
茂
弘

、
庾
亮
元
規

、

王
洽
敬
和

、
郗
超
景
興

、
張
翼
君
祖

、
宋
文
帝
姓
劉
名
義
隆

、
康
昕
君
明

、
徐
希

秀
、
謝
朓
玄
暉

、
劉
絵
士
章

、
陶
隠
居
名
弘
景
字
通
明

、
王
崇
素
。
右
十
八
人
中

之
下
。
（
羅
暉
叔
景

、
趙
襲
元
嗣

、
劉
輿
、
張
昭
子
布

、
陸
機
士
衡

、
朱
誕
、

王
導
茂
弘

、
庾
亮
元
規

、
王
洽
敬
和

、
郗
超
景
興

、
張
翼
君
祖

、
宋
文
帝
劉
を
姓

と
し
義
隆
を
名
と
し

、
康
昕
君
明

、
徐
希
秀
、
謝
朓
玄
暉

、
劉
絵
士
章

、
陶
隠
居
名

は
弘
景 

字
は
通
明

、
王
崇
素
。
右
十
八
人
中
の
下
。
）
」
と
あ
り
、
唐
の
李

嗣
真
「
書
後
品
」
（
『
法
書
要
録
』
巻
二
）
に
「
下
上
品
十
三
人
。
陸
機
、

袁
嵩
、
李
夫
人
、
謝
眺
、
庾
肩
吾
、
蕭
綸
、
王
褒
、
斛
斯
彦
明
、
房
彦
謙
、

殷
令
名
、
張
大
隠
、
藺
静
文
、
銭
毅
。
右
士
衡
以
下
、
時
然
合
作
、
踳
駁

不
倫
、
或
類
蚌
質
珠
胎
、
乍
比
金
沙
銀
礫
。
陸
平
原
、
李
夫
人
猶
帯
古
風
、

謝
吏
部
、
庾
尚
書
創
得
今
韻
。
（
下
上
品
十
三
人
。
陸
機
、
袁
嵩
、
李
夫

人
、
謝
眺
、
庾
肩
吾
、
蕭
綸
、
王
褒
、
斛
斯
彦
明
、
房
彦
謙
、
殷
令
名
、

張
大
隠
、
藺
静
文
、
銭
毅
。
右
士
衡
以
下
、
時
然
た
る
合
作
な
り
。
踳
駁

倫
た
ぐ
ひ

せ
ず
、
或
い
は
蚌
質
珠
胎
に
類
す
。
乍あ

る

い
は
金
沙
銀
礫
に
比
す
。
陸
平

原
、
李
夫
人
は
猶な

ほ
古
風
を
帯
ぶ
。
謝
吏
部
、
庾
尚
書 

創は
じ

め
て
今
韻
を

得
た
り
。
」
と
あ
り
、
唐
の
韋
続
『
墨
藪
』
（
十
万
巻
楼
叢
書
）
巻
一
に

「
下
上
八
人
。
魏
鍾
毅
行
隷
、
晋
陸
機
行
草
、
謝
蘊
行
草
、
晋
郗
愔
妻
傅

夫
人
正
篆
、
斉
張
融
行
草
、
梁
簡
文
帝
行
隷
、
邵
陵
王
行
草
、
陳
張
正
見

行
草
。
（
下
上
八
人
。
魏
の
鍾
毅 

行
隷
、
晋
の
陸
機 

行
草
、
謝
蘊 

行

草
、
晋
の
郗
愔 

妻
の
傅
夫
人 

正
篆
、
斉
の
張
融 

行
草
、
梁
簡
文
帝 

行
隷
、
邵
陵
王 

行
草
、
陳
の
張
正
見 

行
草
。
）
」
と
あ
る
。 

（
24
）
注
（
２
）
曹
宝
麟
の
論
文
に
よ
る
。 

  

（
よ
う 

し
ゅ
ん
う
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
） 
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“Pingfu Tie”:  
Issues related to the author and establishment period 

 
 Chunyu YANG 

 
 

Key Words: “Pingfu Tie,” Zhang Zhi, Lu Ji, six dynasties letter, 
“Xuanhe Calligraphic Florilegium” 

 
This study examines the earliest surviving ink writing in China, which is said to be written by Lu 

Ji in his “Pingfu Tie” (A Consoling Letter) in West-Jin Dynasty. The name of the person mentioned 

in the letter may be related to Zhang Zhi. Taking this as a starting point, if the interpretation of the text 

in the case disagrees, there is no solid evidence to prove that it is not Zhang Zhi’s ink. 

The previous studies, without exception, are based on the “Cursive Script Pingfu Tie” record 

from the “Xuanhe Calligraphic Florilegium “volume fourteen —” Lu Ji.” However, there is little 

discussion about volume eight “Yu Shinan” from the same book, one of the “Copy of Zhang Zhi 

Pingfu Tie” record, the process of recording, and the reason behind it. Therefore, this study introduces 

the origin of “Copy of Zhang Zhi Pingfu Tie” in Volume eight, “Yu Shinan” of “Xuanhe Calligraphic 

Florilegium” as the starting point and explores it in combination with relevant records in the Tang 

Dynasty literature. The fact that Emperor Taizong of Tang ordered Yu Shinan and others to purchase 

the ink marks of Zhang Zhi and others in the world and copy them shows the authenticity and value 

of Yu Shinan’s copying of Zhang Zhi’s “Ping Fu Tie.” Later generations ignored it because people 

doubted the Eastern Han period when Zhang Zhi lived and whether there was paper for writing. 

Therefore, the “Pingfu Tie” book was determined to be the ink of Lu Ji in the West-Jin Dynasty, which 

Zhang Chou (Ming Dynasty) also mentioned in his writings. 

Based on the above two points, the author in this thesis put forward the possibility of Zhang Zhi 

being the author for “Pingfu Tie.” 
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